
目

次

告

示

△

農
業
振
興
地
域
の
区
域
の
変
更

(

農
業
経
営
室)

…
…
…
一

△

農
業
振
興
地
域
の
指
定
の
解
除(

三
件)
(

〃

)

…
…
…
二

△

漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
加
入
区
の
変
更(

漁
獲
共
済)
(

漁
業
調
整
室)

…
…
…
二

△

解
除
予
定
保
安
林

(

治

山

室)

…
…
…
二

△

許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度

(

〃

)

…
…
…
三

△

土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定

(

用

地

室)

…
…
…
五

△

道
路
の
区
域
変
更(

二
件)

(

道
路
河
川
管
理
室)

…
…
…
六

△

道
路
の
供
用
開
始(

二
件)

(
〃

)

…
…
…
六

△

河
川
敷
地
等
の
公
用
廃
止

(
〃

)

…
…
…
七

公

告

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
申
請

(

文
化
・
県
民
協
働
室)

…
…
…
七

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
認
証
申
請

(

〃

)

…
…
…
七

△

土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
協
議
の
適
否
決
定(

市
町)

(

東
広
島
地
域
事
務
所)
…
…
…
八

△

土
地
改
良
事
業
廃
止
協
議
の
適
否
決
定(

市
町)

(

〃

)
…
…
…
八

公
営
企
業
部
告
示

△

平
成
十
八
年
広
島
県
企
業
局
告
示
第
三
号

(

広
島
県
行
政
手
続
等

に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
、
又
は

行
う
こ
と
が
で
き
る
手
続
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

八

(

県
法
規
登
載)

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

九

正

誤

△

平
成
十
八
年
十
二
月
十
一
日
付
け
広
島
県
報

(

定
期)

第
九
十
四

号
中
広
島
県
告
示
第
千
六
号
の
訂
正

(

治

山

室)

…
…
…
九

△

平
成
十
九
年
一
月
十
一
日
付
け
広
島
県
報

(

定
期)

第
二
号
中
広

島
県
告
示
第
十
五
号
の
訂
正

(

〃

)

…
…
…
九

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
九
十
一
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年
広
島
県
告
示
第
千
百
五
号
で
指
定
し
た
農
業
振
興
地
域
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変

更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
農
林
水
産
部
農
水
産
振
興
局
農
業
経
営
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
農

林
局
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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1

尾
道
農
業
振
興
地

域
名

称

尾
道
市
の
う
ち
、
別
図
で
黄
色
に
着
色
し
た
部
分(

昭
和
四
十
八
年
広
島
県
告
示
第
二
百

二
十
九
号
、
昭
和
五
十
七
年
広
島
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
、
平
成
三
年
広
島
県
告
示
第
千

七
十
三
号
、
平
成
三
年
広
島
県
告
示
第
千
七
百
十
三
号
、
平
成
四
年
広
島
県
告
示
第
九
百
五

十
二
号
、
平
成
五
年
広
島
県
告
示
第
八
百
六
十
五
号
、
平
成
八
年
広
島
県
告
示
第
八
百
三
十

八
号
及
び
平
成
十
三
年
広
島
県
告
示
第
八
百
九
十
八
号
で
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
の
市
街
化

区
域
、
平
成
八
年
因
島
市
告
示
第
六
十
二
号
で
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
の
用
途
地
域
及
び
か

か
る
区
域
以
外
の
昭
和
四
十
五
年
国
勢
調
査
結
果
に
基
づ
く
人
口
集
中
地
区
、
平
成
九
年
瀬

戸
田
町
告
示
第
四
十
一
号
で
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
の
用
途
地
域)

、
緑
色
に
着
色
し
た
部

分(

昭
和
五
十
七
年
広
島
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
、
平
成
三
年
広
島
県
告
示
第
千
七
百
十

三
号
及
び
平
成
十
三
年
広
島
県
告
示
第
八
百
九
十
八
号
で
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
の
市
街
化

区
域
か
ら
市
街
化
調
整
区
域
に
変
更
さ
れ
た
区
域[

た
だ
し
、
高
須
町
奈
良
原
一
三
三
六
の

一
、
一
三
三
六
の
二
、
一
三
三
六
の
四
、
一
三
三
九
の
一
及
び
一
三
四
〇
の
一
は
除
く
。])

、

茶
色
に
着
色
し
た
部
分(

昭
和
五
十
七
年
広
島
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
及
び
平
成
三
年
広

島
県
告
示
第
千
七
百
十
三
号
で
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
の
市
街
化
区
域
に
囲
ま
れ
た
市
街
化

調
整
区
域)

、
紫
色
に
着
色
し
た
部
分

(

平
成
十
一
年
農
林
水
産
省
訓
令
第
二
号
に
基
づ
き

定
め
ら
れ
た
国
有
林
の
林
班
番
号
七
〇
一
の
区
域)

、
別
図
で
赤
色
に
着
色
し
た
部
分

(

平

成
十
五
年
広
島
県
告
示
第
千
五
百
四
十
八
号
で
瀬
戸
内
地
域
森
林
計
画
に
定
め
ら
れ
た
民
有

林
の
林
班
番
号
四
の
ろ
、
八
の
ほ
・
に
、
二
四
の
は
・
に
・
る
、
九
六
の
い
・
ろ
及
び
一
一

七
の
ろ
・
は
・
に
・
ほ
・
へ
・
と
・
ち
・
り
の
区
域)

、
別
図
で
青
色
に
着
色
し
た
部
分

(

昭
和
三
十
九
年
建
設
省
告
示
第
千
八
百
五
十
六
号
、
昭
和
四
十
年
建
設
省
告
示
第
千
七
百

三
十
二
号
、
昭
和
四
十
年
建
設
省
告
示
第
三
千
六
百
十
三
号
、
昭
和
三
十
九
年
広
島
県
告
示

第
七
百
五
十
四
号
及
び
昭
和
四
十
九
年
広
島
県
告
示
第
六
百
四
十
五
号
で
定
め
ら
れ
た
港
湾

法
に
基
づ
く
港
湾
区
域
、
昭
和
四
十
年
広
島
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号
、
昭
和
四
十
一
年
広

変

更

後

の

区

域

(定期)

定

第 ８

期
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広
島
県
告
示
第
九
十
二
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年
広
島
県
告
示
第
千
百
五
号
で
指
定
し
た
次
の
農
業
振
興
地
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
農
林
水
産
部
農
水
産
振
興
局
農
業
経
営
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
農

林
局
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

御
調
農
業
振
興
地
域

二

向
島
農
業
振
興
地
域

広
島
県
告
示
第
九
十
三
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
っ
て
、
昭
和
四
十
八
年
広
島
県
告
示
第
二
百
十
九
号
で
指
定
し
た
次
の
農
業
振
興
地
域
の
指
定
を
解
除
す

る
。そ

の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
農
林
水
産
部
農
水
産
振
興
局
農
業
経
営
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
農

林
局
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

因
島
農
業
振
興
地
域

広
島
県
告
示
第
九
十
四
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
っ
て
、
昭
和
四
十
五
年
広
島
県
告
示
第
三
百
号
で
指
定
し
た
次
の
農
業
振
興
地
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
農
林
水
産
部
農
水
産
振
興
局
農
業
経
営
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
農

林
局
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

瀬
戸
田
農
業
振
興
地
域

広
島
県
告
示
第
九
十
五
号

漁
業
災
害
補
償
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号)

第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
っ

て
、
平
成
十
八
年
広
島
県
告
示
第
六
十
四
号
で
定
め
た
加
入
区

(

区
域
及
び
区
分)

を
次
の
と
お
り
変
更
す

る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
九
十
六
号

森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
保

安
林
を
解
除
予
定
保
安
林
に
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

安
芸
郡
熊
野
町
字
定
光
一
二
〇
八
の
四
か
ら
一
二
〇
八
の
七
ま
で
、
字
堂
畝
三
一
二
九
の
六
、
三
一
六

五
の
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

農
道
用
地
と
す
る
た
め

平成19年 2月 1日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 3 0 2号

2

島
県
告
示
第
千
三
十
号
、
昭
和
四
十
一
年
広
島
県
告
示
第
千
三
十
一
号
、
昭
和
五
十
五
年
広

島
県
告
示
第
八
百
十
一
号
、
昭
和
五
十
五
年
広
島
県
告
示
第
八
百
九
十
二
号
、
昭
和
六
十
一

年
広
島
県
告
示
第
千
四
十
号
、
昭
和
六
十
一
年
広
島
県
告
示
第
千
百
六
号
及
び
平
成
六
年
広

島
県
告
示
第
三
百
三
号
で
定
め
ら
れ
た
港
湾
法
に
基
づ
く
港
湾
隣
接
区
域)

、
桃
色
に
着
色

し
た
部
分(

昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
告
示
第
百
四
十
五
号
で
定
め
ら
れ
た
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
の
第
一
種
・
第
二
種
特
別
地
域
の
う
ち
鳴
滝
山
・
上
江
府
島
・
下
江
府
島
・
高
見
山
・
城

山
・
字
松
ヶ
浜
・
白
滝
山
・
青
影
山
・
天
狗
山
・
観
音
山)

、
橙
色
に
着
色
し
た
部
分
及
び

四
十
島
・
八
重
子
島
・
弁
天
島
・
沖
ノ
雀
島
・
地
ノ
雀
島
・
ハ
カ
ン
島
、
鳶
ノ
子
島
・
瓢
箪

島
に
該
当
す
る
区
域
に
該
当
す
る
土
地
の
区
域
を
除
い
た
区
域
。(

別
図
略)

小
型
合
併
漁
業
因
島
市
区

域

(

因
島
市
漁
業
協
同
組

合
の
地
区)

区

域

変

更

前

一

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未

満
の
漁
船
に
よ
り
主
と

し
て
底
び
き
網
を
使
用

し
て
営
む
漁
業

二

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未

満
の
漁
船
に
よ
り
主
と

し
て
た
ち
う
お
を
と
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
釣

り
漁
業

三

一
〜
二
に
掲
げ
る
漁

業
以
外
の
漁
業

区

分

小
型
合
併
漁
業
因
島
市
区

域

(

因
島
市
漁
業
協
同
組

合
の
地
区)

区

域

変

更

後

一

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未

満
の
漁
船
に
よ
り
主
と

し
て
底
び
き
網
を
使
用

し
て
営
む
漁
業

二

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未

満
の
漁
船
に
よ
り
主
と

し
て
た
ち
う
お
を
と
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
釣

り
漁
業

三

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未

満
の
漁
船
に
よ
り
主
と

し
て
た
こ
つ
ぼ
を
使
用

し
て
営
む
漁
業

四

一
〜
三
に
掲
げ
る
漁

業
以
外
の
漁
業

区

分

(定期)



広
島
県
告
示
第
九
十
七
号

森
林
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号)

第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
森

林
法

(
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度

を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

水
源
か
ん
養
保
安
林

二

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

平成19年 2月 1日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 3 0 2号

3

〃
太

田

川

森

林

計

画

区

名

小
瀬
川
上
流

上
水
内
川

皆
伐
に
よ
る

伐
採
面
積
の

許
容
限
度
を

定
め
る
集
団

の
所
在
場
所

廿
日
市
市(

旧
佐
伯
町)

広
島
市(

旧
湯
来
町)
、
廿
日
市
市
吉
和

包

括

市

町

名

三
三
六
・
一
四

八
一
七
・
八
三

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

〃 〃
瀬

戸

内

高
梁
川
上
流

瀬

戸

内

〃 〃
江
の
川
上
流

瀬

戸

内

〃 〃
江
の
川
上
流

〃 〃 〃 〃

尾
道
地
区

世
羅
台
地

芦

田

川

神
石
地
区

〃
甲
奴
地
区

東

城

川

西

城

川

〜
比
和
川

〃
神
野
瀬
川

生

田

川

〃
三

篠

川

可

愛

川

太
田
川
下
流

太
田
川
上
流

尾
道
市(

向
東
町
・
旧
因
島
市
・
瀬
戸
田
町
・
向
島
町
を
除

く
。)

、
三
原
市
久
井
町

世
羅
郡
世
羅
町(

旧
世
羅
西
町
を
除
く
。)

福
山
市(

内
海
町
を
除
く
。)

、
府
中
市(

上
下
町
を
除
く
。)

神
石
郡
神
石
高
原
町

府
中
市
上
下
町

庄
原
市
総
領
町
、
三
次
市
甲
奴
町

庄
原
市
東
城
町

庄
原
市(

東
城
町
・
高
野
町
・
総
領
町
を
除
く
。)

世
羅
郡
世
羅
町(

旧
世
羅
西
町)

三
次
市(

甲
奴
町
を
除
く
。)

、
庄
原
市
高
野
町

安
芸
高
田
市(

向
原
町
を
除
く
。)

安
芸
高
田
市
向
原
町

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町

山
県
郡
北
広
島
町(

旧
大
朝
町
・
旧
千
代
田
町)

広
島
市(

東
区
旧
安
芸
町
・
安
芸
区
船
越
町
・
旧
瀬
野
川
町
・

阿
戸
町
・
旧
矢
野
町
・
安
佐
北
区
白
木
町
・
佐
伯
区
を
除
く
。)

山
県
郡
安
芸
太
田
町
・
北
広
島
町(

旧
芸
北
町
・
旧
豊
平
町)� � � � � � � � �

三
・
〇
八

一
九
〇
・
七
六

三
二
二
・
五
九

七
七
八
・
八
三

三
二
六
・
八
九

四
四
一
・
七
二

一
、
四
〇
七
・
〇
四

一
、
八
四
〇
・
二
四

七
五
五
・
八
一

三
三
四
・
九
九

四
七
〇
・
二
九

一
三
四
・
四
八

二
、
一
五
八
・
〇
二

太

田

川

〃 〃 〃 〃

〃
瀬

野

川

三
津
地
区

黒
瀬
川
上
流

沼
田
川
上
流

広
島
市

(

東
区
旧
安
芸
町
・
安
芸
区
船
越
町
・
旧
瀬
野

川
町
・
阿
戸
町
・
旧
矢
野
町)

、
安
芸
郡
府
中
町
・
海
田

町
・
熊
野
町
・
坂
町

呉
市

(

下
蒲
刈
町
・
川
尻
町
・
音
戸
町
・
倉
橋
町
・
蒲

刈
町
・
安
浦
町
・
豊
浜
町
・
豊
町
を
除
く
。)

呉
市
川
尻
町
・
安
浦
町
、
東
広
島
市
安
芸
津
町
、
竹
原
市

東
広
島
市(

高
屋
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
・
安
芸

津
町
を
除
く
。)

東
広
島
市
高
屋
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
、
三
原
市

大
和
町

� � � � �

二
六
・
五
〇

二
二
・
三
六

七
七
・
六
〇

一
九
一
・
五
四

高
梁
川
上
流

森

林

計

画

区

名

神
石
郡
神
石
高
原
町(

旧
油
木
町)

皆
伐
に
よ
る
伐
採
面
積
の
許
容
限
度
を
定
め
る
集
団
の
所
在
場
所

一
・
八
二

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
江
の
川
上
流

〃 〃 〃

庄
原
市
高
野
町

庄
原
市
口
和
町

庄
原
市
東
城
町

庄
原
市
西
城
町

庄
原
市
総
領
町

庄
原
市(

総
領
町
・
西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・
高
野
町
・
比
和
町
を
除

く
。)

三
次
市
三
和
町

三
次
市
三
良
坂
町

三
次
市
吉
舎
町

三
次
市
作
木
町

三
次
市
布
野
町

三
次
市
君
田
町

三
次
市
甲
奴
町

三
次
市(

甲
奴
町
・
君
田
町
・
布
野
町
・
作
木
町
・
吉
舎
町
・
三
良
坂
町
・

三
和
町
を
除
く
。)

〃

神
石
高
原
町(

旧
三
和
町)

〃

神
石
高
原
町(

旧
豊
松
村)

〃

神
石
高
原
町(

旧
神
石
町)

一
六
・
四
二

一
〇
・
八
八

三
三
・
五
四

八
・
一
二

〇
・
五
六

二
六
・
四
八

二
五
・
八
〇

三
・
七
四

一
四
・
七
四

四
・
一
六

一
三
・
四
〇

六
・
三
〇

一
六
・
九
四

二
五
・
七
六

二
二
・
九
三

〇
・
四
八

〇
・
八
六

(定期)



平成19年 2月 1日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 3 0 2号

4

〃 〃 〃 〃 〃
太

田

川

〃 〃 〃 〃 〃 〃

廿
日
市
市(

旧
佐
伯
町)

廿
日
市
市
吉
和

廿
日
市
市(

吉
和
・
旧
佐
伯
町
・
旧
大
野
町
・
宮
島
町
を
除
く
。)

大
竹
市

広
島
市(

旧
湯
来
町)

広
島
市(
旧
湯
来
町
を
除
く
。)

安
芸
高
田
市
向
原
町

安
芸
高
田
市
甲
田
町

安
芸
高
田
市
高
宮
町

安
芸
高
田
市
八
千
代
町

安
芸
高
田
市
吉
田
町

庄
原
市
比
和
町

一
四
五
・
二
四

〇
・
八
四

七
一
・
〇
二

一
五
二
・
六
八

五
七
・
一
六

五
五
九
・
四
七

四
六
・
一
六

一
三
・
三
四

一
九
・
三
六

二
六
・
六
八

三
六
・
五
八

一
八
・
一
三

〃 〃 〃 〃 〃
瀬

戸

内

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

呉
市
蒲
刈
町

呉
市
倉
橋
町

呉
市
音
戸
町

呉
市
川
尻
町

呉
市
下
蒲
刈
町

呉
市(

下
蒲
刈
町
・
川
尻
町
・
音
戸
町
・
倉
橋
町
・
蒲
刈
町
・
安
浦
町
・
豊

浜
町
・
豊
町
を
除
く
。)

〃

北
広
島
町(

旧
豊
平
町)

〃

北
広
島
町(

旧
千
代
田
町)

〃

北
広
島
町(

旧
大
朝
町)

〃

北
広
島
町(

旧
芸
北
町)

〃

安
芸
太
田
町(

旧
戸
河
内
町)

〃

安
芸
太
田
町(

旧
筒
賀
村)

山
県
郡
安
芸
太
田
町(

旧
加
計
町)

〃

坂
町

〃

熊
野
町

〃

海
田
町

安
芸
郡
府
中
町

廿
日
市
市(

旧
大
野
町)

一
・
二
六

二
五
・
〇
八

一
・
五
六

四
五
・
九
四

二
・
七
二

二
一
七
・
三
五

一
〇
・
三
四

二
四
・
二
二

二
二
・
二
〇

三
・
三
六

三
六
・
五
〇

一
三
・
六
四

四
九
・
七
五

二
四
・
四
四

五
三
・
七
〇

一
一
・
〇
〇

一
八
・
八
四

二
二
四
・
九
四

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

尾
道
市
御
調
町

尾
道
市
瀬
戸
田
町

尾
道
市(

旧
因
島
市)

尾
道
市(

旧
因
島
市
・
瀬
戸
田
町
・
御
調
町
・
向
島
町
を
除
く
。)

三
原
市
久
井
町

三
原
市
本
郷
町

三
原
市
大
和
町

三
原
市(

大
和
町
・
本
郷
町
・
久
井
町
を
除
く
。)

竹
原
市

呉
市
豊
町

呉
市
豊
浜
町

呉
市
安
浦
町

一
二
七
・
七
〇

七
・
〇
二

八
・
三
八

一
二
二
・
一
〇

七
六
・
三
七

一
二
七
・
七
五

一
一
八
・
七
七

二
六
七
・
九
六

一
七
六
・
一
八

〇
・
三
六

〇
・
七
八

七
二
・
二
四

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

豊
田
郡
大
崎
上
島
町(

旧
大
崎
町)

江
田
島
市
大
柿
町

江
田
島
市
沖
美
町

江
田
島
市
能
美
町

江
田
島
市
江
田
島
町

東
広
島
市
安
芸
津
町

東
広
島
市
河
内
町

東
広
島
市
豊
栄
町

東
広
島
市
福
富
町

東
広
島
市(

旧
黒
瀬
町)

東
広
島
市(

旧
黒
瀬
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
・
安
芸
津
町
を
除
く
。)

府
中
市
上
下
町

府
中
市(

上
下
町
を
除
く
。)

福
山
市
神
辺
町

福
山
市
沼
隈
町

福
山
市
新
市
町

福
山
市
内
海
町

福
山
市(

内
海
町
・
新
市
町
・
沼
隈
町
・
神
辺
町
を
除
く
。)

尾
道
市
向
島
町

五
・
四
四

九
・
六
〇

二
九
・
三
八

四
・
一
二

四
一
・
四
〇

六
〇
・
九
〇

九
八
・
〇
六

五
六
・
四
〇

二
一
・
八
〇

六
五
・
七
八

三
二
一
・
六
五

四
二
・
七
九

五
五
・
七
九

六
二
・
九
六

四
一
・
一
二

二
一
・
八
〇

一
五
・
七
六

二
一
〇
・
九
四

一
・
二
二

(定期)



三

干
害
防
備
保
安
林

四

保
健
保
安
林

広
島
県
告
示
第
九
十
八
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ

て
、
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

起
業
者
の
名
称

尾
道
市

二

事
業
の
種
類

(

仮
称)

囲
碁
の
館
本
因
坊
秀
策
記
念
館
建
設
工
事

(

以
下

｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

広
島
県
尾
道
市
因
島
外
浦
町
字
宮
ノ
谷
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十

条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
尾
道
市
は
、
起
債
及
び
一
般
財
源
に
よ
り
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
条
例
に
よ
っ
て
施
設
を
管
理
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充

足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

(一)

本
件
事
業
は
、
尾
道
市
が
同
市
因
島
外
浦
町
に
本
因
坊
秀
策
の
生
家
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、
遺

品
を
管
理
及
び
展
示
し
、
囲
碁
文
化
の
継
承
、
発
展
及
び
創
造
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
建
設
す
る
事

業
で
あ
る
。
幕
末
に
活
躍
し
た
棋
士
、
棋
聖
本
因
坊
秀
策
の
生
家
は
昭
和
四
八
年
に
老
朽
化
に
よ
り

取
り
壊
さ
れ
て
お
り
、
顕
彰
す
る
た
め
の
施
設
整
備
は
行
わ
れ
る
こ
と
無
く
、
遺
品
は
遺
族
に
よ
り

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
囲
碁
ブ
ー
ム
の
到
来
に
よ
り
、
本
因
坊
秀
策
が
広
く
周
知
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
遺
族
に
よ
る
一
般
公

開
は
多
く
の
観
光
客
に
対
処
し
き
れ
な
い
状
態
で
あ
り
、
遺
品
自
体
も
劣
化
が
目
立
ち
、
設
備
の
整
っ

た
施
設
で
の
保
管
及
び
公
開
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
九
年
に
尾
道
市

(

旧
因
島
市)

は
、

囲
碁
を

｢

市
技｣

と
し
て
制
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
囲
碁
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の

中
核
と
な
る
施
設
を
必
要
と
し
て
い
る
。
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
囲
碁
集
会
所
の
中
核
機
能
及

び
囲
碁
文
化
の
保
存
等
が
な
さ
れ
る
施
設
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
因
坊
秀
策
ゆ
か
り
の
品
々
の
保
存

及
び
管
理
を
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
得
ら
れ
る
利
益
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
本
件
事
業
は
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
確
認
さ
れ
ず
、

希
少
な
動
植
物
が
起
業
地
及
び
そ
の
周
辺
に
存
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ

り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

(二)

ま
た
、
尾
道
市
は
同
市
因
島
外
浦
町
に
お
い
て
、
地
勢
、
利
便
性
及
び
経
済
性
等
の
諸
条
件
を
考

慮
し
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
も
合
理
的
な
本
件
事
業
の
起
業
地
を
決
定
し
た
。

(三)

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

(一)

本
因
坊
秀
策
遺
品
は
、
３
で
述
べ
た
よ
う
に
、
生
家
の
取
り
壊
し
の
後
、
劣
化
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
い
ち
早
く
設
備
の
整
っ
た
施
設
で
の
保
管
及
び
公
開
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
事
業

の
施
行
は
急
務
で
あ
る
。
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〃 〃 〃 〃 〃

〃

世
羅
町(

旧
甲
山
町)
〃

世
羅
町(

旧
世
羅
西
町)
世
羅
郡
世
羅
町(

旧
世
羅
西
町
・
旧
甲
山
町
を
除
く
。)

〃

大
崎
上
島
町(

旧
木
江
町)

〃

大
崎
上
島
町(

旧
東
野
町)

一
八
三
・
四
一

二
四
・
一
五

七
四
・
九
〇

七
・
八
四

〇
・
〇
一

〃

瀬

戸

内

森

林

計

画

区

名

東
広
島
市(

旧
黒
瀬
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
・
安
芸
津
町
を
除
く
。)

府
中
市
上
下
町

皆
伐
に
よ
る
伐
採
面
積
の
許
容
限
度
を
定
め
る
集
団
の
所
在
場
所

七
・
五
〇

三
・
〇
〇

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

瀬
戸
内
森
林
計
画
区

太
田
川
森
林
計
画
区

江
の
川
上
流
森
林
計
画
区

高
梁
川
上
流
森
林
計
画
区

皆
伐
に
よ
る
伐
採
面
積
の
許
容
限
度
を
定
め
る
集
団
の
所
在
場
所

一
三
二
・
三
六

二
七
二
・
一
八

三
一
・
〇
六

一
・
七
四

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

(定期)



(二)

起
業
地
は
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
。

(三)

本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起
業
地
全
体
に
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。

(四)

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
に
は
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
公
益
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
法

第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
尾
道
市
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、

事
業
の
認
定
を
す
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

尾
道
市
役
所
因
島
総
合
支
所
産
業
振
興
課

広
島
県
告
示
第
九
十
九
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

七
曲
千
代
田
線

三

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
百
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

大
草
三
原
線

三

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
百
一
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
二
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

平成19年 2月 1日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 3 0 2号

6

山
県
郡
北
広
島
町
本
地
字
峠
ヶ
原
一
一
六
八
番
五
七
地
先

か
ら

山
県
郡
北
広
島
町
本
地
字
三
ツ
賀
一
〇
三
四
番
二
地
先
ま

で

区

間

新 旧 新
旧

の
別

三
・
五
〇
〜
三

九
・
〇
〇

一
六
・
五
〇
〜

八
七
・
五
〇

三
・
五
〇
〜
三

九
・
〇
〇

一
六
・
五
〇
〜

八
七
・
五
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
、
四
〇
三
・

〇
〇

一
、
二
八
三
・

〇
〇

一
、
四
〇
三
・

〇
〇

一
、
二
八
三
・

〇
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

一
部
拡
幅

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

備

考

三
原
市
高
坂
町
真
良
二
四
七
〇
番
三
地
先
か
ら

三
原
市
高
坂
町
真
良
二
四
四
五
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

の
別

一
〇
・
二
〇
〜

五
七
・
〇
〇

四
・
三
〇
〜
一

四
・
二
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
六
三
・
〇
〇

二
四
九
・
〇
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

拡
幅 備

考

県
道
七
曲
千
代

田
線 路

線

名

山
県
郡
北
広
島
町
本
地
字
峠
ヶ
原
一
一
六
八
番
五
七
地
先
か
ら

山
県
郡
北
広
島
町
本
地
字
三
ツ
賀
一
〇
三
四
番
二
地
先
ま
で

供

用

を

開

始

す

る

区

間

平
成
一
九
年
二
月
一

日 供
用
を
開
始
す
る
日

(定期)



を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
三
号

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

河
川
の
名
称

一
級
河
川
太
田
川
水
系
指
定
区
間
府
中
大
川

二

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
二
月
一
日

三

廃
川
敷
地
等
の
位
置

１

広
島
市
東
区
温
品
八
丁
目
八
一
四
番
一
八

２

広
島
市
東
区
温
品
八
丁
目
八
一
四
番
一
九

３

広
島
市
東
区
温
品
八
丁
目
八
一
四
番
二
〇

四

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

土
地

１

三
七
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル

２

四
三
・
三
九
平
方
メ
ー
ト
ル

３

五
一
・
二
二
平
方
メ
ー
ト
ル

公公公

告告告

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
定
款
変
更
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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県
道
大
草
三
原

線 路

線

名

三
原
市
高
坂
町
真
良
二
四
七
〇
番
三
地
先
か
ら

三
原
市
高
坂
町
真
良
二
四
四
五
番
一
地
先
ま
で

供

用

を

開

始

す

る

区

間

平
成
一
九
年
二
月
一

日 供
用
を
開
始
す
る
日

特
定
非
営
利
活
動

法
人
し
ら
ゆ
り
会

特
定
非
営
利
活
動

法
人
ぐ
り
も
ん

特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
名
称

丸
口

正
宏

瀬
尾

正
道

代
表
者
の
氏
名

広
島
県
広
島
市
中

区
白
島
中
町
一
七

番
一
八
号

広
島
県
福
山
市
三

吉
町
四
丁
目
二
番

四
六
―
一
二
号

主
た
る
事
務
所

の

所

在

地

こ
の
法
人
は
、
青
少
年
、
高
齢
者

や
障
害
者
に
、
音
楽
や
芸
術
を
通

じ
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
ま
た
生

活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
広
く

公
益
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
の
就
労
訓

練
、
雇
用
の
場
を
提
供
し
、
誰
も

が
あ
り
の
ま
ま
で
そ
の
人
ら
し
く

地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人

権
を
保
障
し
な
が
ら
地
域
で
生
き

る
た
め
の
自
立
支
援
を
行
い
、
地

域
生
活
の
実
現
と
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

平
成
一
九
年
一
月

二
二
日

平
成
一
九
年
一
月

一
八
日

申
請
の
あ
っ
た

年

月

日

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ニ
ュ
ー

ワ
ー
ル
ド
人
権

擁
護
団
体

特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
名
称

森
重

正
一

代
表
者

の
氏
名

広
島
県
東
広
島

市
黒
瀬
町
津
江

字
神
ノ
前
五
四

五
一
番
地
四

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

こ
の
法
人
は
、
東
南
ア
ジ
ア

地
域
で
今
も
続
く
内
乱
、
自

然
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
生
活
困
窮
者
な
ど

に
救
援
活
動
を
行
う
。
ま
た
、

社
会
開
発
事
業
を
遂
行
す
る

人
材
の
育
成
と
派
遣
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
国
際
協
力

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

法
人
の
名
称

の
変
更

定
款
変
更
の

内

容

平
成
一
九
年

一
月
二
二
日

申
請
の
あ
っ

た
年
月
日

(定期)



次
の
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写

し
を
次
に
よ
り
平
成
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
長

日

當

康

典

次
の
土
地
改
良
事
業
廃
止
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第

九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
廃
止
事
由
書
の
写
し

を
次
に
よ
り
平
成
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
長

日

當

康

典

公公公
営営営
企企企
業業業
部部部
告告告
示示示

広
島
県
公
営
企
業
部
告
示
第
一
号

平
成
十
八
年
広
島
県
企
業
局
告
示
第
三
号

(

広
島
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
、
又
は
行
う
こ
と
が
で

き
る
手
続
等)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
一
日

広
島
県
公
営
企
業
管
理
者

中

村

博

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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特
定
非
営
利
活

動
法
人
え
ー
る

岸
田

清
子

広
島
県
福
山
市

新
涯
町
五
丁
目

四
番
三
―
七
号

こ
の
法
人
は
、
障
害
者(

児)

及
び
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が

地
域
で
生
き
て
い
く
為
に
必

要
な
生
活
の
支
援
や
情
報
の

提
供
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

障
害
者

(

児)

及
び
高
齢
者

の
社
会
参
加
活
動
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

を
推
進
す
る
と
と
も
に
県
・

市
と
協
力
し

｢

民
間
で
出
来

る
事
は
民
間
で｣

を
提
案
し

て
、
国
際
協
力
支
援
施
設
の

休
日
及
び
祝
祭
日
の
管
理
業

務
の
受
託
事
業
を
行
い
、
社

会
全
体
の
利
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
定
非
営
利

活
動
に
係
る

事
業
の
変
更

平
成
一
九
年

一
月
二
二
日

東
広
島
市

事

業

主

体

ク
ロ
ボ
ヤ
池

新
開
中
組

宮
郷

市
組
二
号

市
組
一
号

大
井
手
頭
首
工

中
組 地

区

名

た
め
池
等
整
備
事
業

農
業
用
道
路
整
備
事
業

区
画
整
理
事
業

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
事

業
事

業

名

東
広
島
市
役
所
福
富
支
所

縦

覧

場

所

東
広
島
市

事

業

主

体

車
堰

吉
原
頭
首
工

地

区

名

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
事

業
事

業

名

東
広
島
市
役
所
福
富
支
所

縦

覧

場

所

広
島
県
工
業
用
水
道
供
給
規
程(

昭
和
四
十
二
年
工
業
用
水

道
事
業
管
理
規
程
第
五
号)

条

例

等

第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条

第
二
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
二

項
及
び
第
十
三
条

条

項

(定期)



公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

11号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。
平
成

19年
２
月
１
日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長�

須
司

登

正正正

誤誤誤

平
成
十
八
年
十
二
月
十
一
日
付
け
広
島
県
報

(

定
期)

第
九
十
四
号
に
登
載
の
広
島
県
告
示
第
千
六
号

(

保
安
林
予
定
森
林
に
す
る
旨
の
通
知)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

農
林
水
産
部
農
林
整
備
局
治
山
室
長

平
成
十
九
年
一
月
十
一
日
付
け
広
島
県
報

(

定
期)

第
二
号
に
登
載
の
広
島
県
告
示
第
十
五
号

(

保
安
林

の
指
定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

農
林
水
産
部
農
林
整
備
局
治
山
室
長
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広
島
県
水
道
用
水
供
給
水
道
供
給
規
程(

昭
和
四
十
九
年
公

営
企
業
管
理
規
程
第
三
号)

第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条

第
一
項
及
び
第
七
条
第
二
項

6P
1444

6P
1423

6S
1193

6S
1163

6P
1189

検
定

番
号

同
上

同
上

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

19年
２
月
１
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機 同
上

回
胴
式
遊
技

機 ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機 遊
技
機
の

種
類

Ｃ
Ｒ
猿
の

惑
星
Ｆ
Ｔ

Ｚ Ｃ
Ｒ
猿
の

惑
星
Ｆ
Ｔ

Ｘ 赤
ド
ン
１

ウ
ル
セ
イ

ヤ
ツ
ラ
Ｓ

Ｃ
Ｒ
デ
ィ

ス
コ
ク
ィ

ーン

型
式
名

同
上

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア

代
表
取
締
役
井
置
定
男

(群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
七

丁
目

201番
地
)

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ

代
表
取
締
役
河
野
庸
規

(東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁

目
１
番
地

25)

株
式
会
社
銀
座

代
表
取
締
役
伊
藤
二
博

(愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
大

幸
一
丁
目

10番
15号

)

株
式
会
社
エ

ース
電
研

代
表
取
締
役
武
本
孝
俊

(東
京
都
台
東
区
東
上
野
三

丁
目

12番
９
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

二
ペ
ー
ジ

上 段

後
ろ
か
ら
一
五

七 行

｢

次
の
と
お
り｣

庄
原
市
高
野
町
新
市
字
毛
無
三
七
三

の
一

誤

｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

庄
原
市
高
野
町
新
市
字
毛
無
三
七
三

の
一(

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

正

十
ペ
ー
ジ

下 段

後
ろ
か
ら
一

行

見
晴
三
丁
目
三
九
五
の
一

誤

見
晴
三
丁
目
三
五
九
の
一

正

(定期)


